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ト

『~

ス

マ

ン

の
ゲ
l

テ
観

｜
｜

l

「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
ロ
ッ
テ
」
を
中
心
と
し
て
｜
｜

小
名
木

柴

rHHm 

現
代
ド
イ
ツ
文
皐
の
巨
星
トl
マ
ス
・
マ
ン

2
Z
B
g

玄
白
ロ
昆
討

1
5

印
印
）
に
就
い
て
考
え
る
時
、
如
何
な
る
面
か
ら
も
ゲl
テ
と
い
う
巨
大
な
山

を
背
景
と
し
て
見
な
い
謬
に
は
い
か
な
い
。
こ
の
こ
と
は
一
人
ト

l

マ
ス
・
マ
ン
に
の
み
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
マ
ン
の
場
合
は
、
作
品
の
下
に
流
れ
、

全
作
品
を
貫
く
グ
ル
ン
ト
イ
デ
i

に
於
て
、
叉
作
家
と
し
て
の
成
長
過
程
に
於
て
、
ゲ
ー
テ
と
特
に
深
い
関
係
に
あ
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
出
来
る

c

マ
ン
の

生
涯
白
煙
が
ゲ
l

テ
へ
の
道
を
歩
ん
だ
も
の
と
言
っ
て
も
過
一
一
一
日
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
マ
ン
自
身
も
、
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ

l

（k
r
r
－Z
H
丹
空
5
2
H

∞
S
H

∞
窮
）

の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
、

一幻

「
私
は
ゲl
テ
の
様
な
人
間
で
は
な
い
が
、
兎
に
角
い
さ
さ
か
は
ゲ
l

テ
家
の
末
席
に
籍
を
置
い
て
い
る
者
に
。
」

と
述
べ
て
い
る
。

マ
ン
は
若
い
時
か
ら
晩
年
に
至
る
迄
、
し
ば
し
ば
ゲ
l

テ
に
就
い
て
書
い
て
い
る
。

「
ゲl
テ
と
ト
ル
ス
ト
イ
」
（
一
九
二
二
）
、
「
ゲ
l

テ
の
親
和
力
に
一
（
一
九
二
五
）
、
「
市
民
時
代
の
代
表
者
と
し
て
の
ゲ
l

テ
」
（
一
九
三
二
）
、
「
著
作
家

と
し
て
の
ゲ

i

テ
の
閲
歴
」
（
一
九
三
三
）
、
一
ゲ
l

テ
の
フ
プ
ウ
ス
ト
に
就
い
て
」
（
一
九
三
九
）
、
「
ゲ
！
ニ
ノ
の
ヴ
ェ
ル
テ
ル
一
（
一
九
四
一
）
、
「
ゲ

l

テ
幻
想
」

（
一
九
四
八
）
、
「
ゲl
テ
と
デ
モ
ケ
弓
シ

l

」
（
一
九
四
九
）
、
「
ゲ
！
テ
二
百
年
祭
の
挨
拶
」
（
一
九
山
九
）
。

そ
の
殆
ん
ど
は
評
論
と
い
う
形
式
に
占
め
ら
れ
て
い
る
。
然
し
そ
こ
に
盛
り
得
る
内
容
に
は
、
そ
の
性
質
上
岱
然
制
約
さ
れ
る
よ
ひ
の
がι
τ
て
、
μ
l
ヰ
ノ
に

現
わ
れ
た
天
才
的
人
間
の
偉
大
な
像
を
立
憧
的
に
表
現
す
る
に
は
、
小
説
と
い
う
形
式
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
滅
亡
さ
れ
、
ざ
る
要
求
に
従
っ
て
書
か
れ
た
の



が
、
長
篇
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
ロ
ッ
テ

で
あ
る
。
そ
れ
は
六
十
七
歳
の
ゲ
l

テ
を
、
過
ぎ
し
日
の
穣
人
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
（
〈u
r
2

F
2
0
同
g
E
2

・
向
。
ゲ
・
出
口
同
】
斗
日

ω
l
冨

N
g
L
」
の
再
舎
と
い
う
一
八
一
六
年
の
史
買
に
基
づ
い
て
拙
い
て
い
る
。
こ
の
作
品
ば
マ
ン
の
ア
メ
リ
カ
時
代
の
初

期
一
九
三
入
居
ー
か
ら
三
九
年
に
か
け
て
、
ワ
ァ
ル
ケ
（
台
。
ロ
片
山

ι
司
巳
日
向
。
）
L
」
共
同
し
て
義
行
し
た
一
尺
度
し
」
出
伯
一
（
富
山
口
ロ
ロ
（
－

J
F
1
）
誌
に
夜
去
さ
れ
た
。

w
h。
円
円
。
同
ρ

」
ぞ
〈
t
E
m
H
H
E

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 

詩
人
ゲ
l

テ
の
名
を
ド
’
イ
ツ
文
壇
に
倍
々
し
く
登
場
さ
せ
、

ル
の
悩
み
一
3
2
0
H
b己
g
L
2
Y

認
。
口
当
2
F
H
礼
儀
2
3
h
H）
ば
、
ヴ
ェ
ツ
ラ
ア
（
司

2
N
r
z
高
等
法
院
に
見
習
と
し
て
来
た
二
十
三
品
の
青
年
ゲ
l

一
躍
ド
イ
ツ
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
ま
ね
く
そ
の
名
を
轟
か
せ
た
「
若
き
ヴ
ェ
ル
テ

テ
と
、
ヶ
ス
ト
ナ

l
G
・
。
・
同
g
g
q

）
と
い
う
吉
川
婚
者
を
持
つ
十
九
歳
の
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
ブ
フ
フ
と
の
不
幸
な
議
愛
髄
験
を
基
に
し
て
成
立
し
た
こ
と

は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
作
中
の
ヴ
ェ
ル
テ
ル
と
ロ
ッ
テ
の
別
れ
の
場
面
は
、
現
賓
の
二
人
の
閥
係
に
於
て
も
貰
際
に
あ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

「
ま
た
お
目
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。
私
達
は
ど
ん
な
姿
を
し
て
い
て
も
、
お
互
い
に
見
分
け
、
が
つ
く
で
し
ょ
う
。
私
は
点
ん
で
行
き
ま
す
。
然
し
永
久

に
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
た
ら
、
と
て
も
堪
え
き
れ
ま
せ
ん
。
」
（
「
ヴ
ェ
ル
テ
ル
ー
一
部
一
部
の
終
り
）

一切一

ヴ
ェ
ル
テ
ル
印
ち
ゲ
l

テ
は
こ
の
慌
に
一
一
二
口
う
程
で
あ
る
か
ら
、
二
人
の
交
渉
は
そ
の
浅
か
ら
ぬ
関
係
か
ら
し
て
、
こ
の
作
品
の
外
で
何
等
か
の
結
末
を
見
る

も
の
と
珠
想
さ
れ
る
が
、
記
録
に
よ
る
と
ゲ
i

テ
と
ロ
ッ
テ
は
、
四
十
四
年
間
と
い
う
も
の
途
に
百
九
川
け
す
る
こ
と
を
得
な
い
ま
ま
、
各
々
の
追
を
歩
ん
だ
。

一
方
は
数
々
の
女
性
を
遍
歴
じ
、
妻
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
l

ネ
に
も
こ
の
平
六
月
先
立
た
れ
た
が
、
傑
作
を
杭
み
重
ね
て
詩
型
と
仰
が
れ
る
に
至
り
、
一
方
ば
夫

の
盟
か
な
愛
情
に
患
ま
れ
て
十
一
人
の
子
供
を
生
み
、
そ
の
九
人
を
立
浪
に
育
て
は
し
た
も
の
の
、
四
十
七
歳
に
し
て
夫
に
死
別
し
、
淋
し
い
寡
婦
生
活
を
し

て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
然
し
ゲ
l

テ
と
ロ
ッ
テ
の
再
合
は
二
八
二
八
年
九
月
二
十
五
日
に
貫
現
し
た
。
ロ
ッ
テ
は
こ
の
三
目
前
か
ら
娘
の
ク
ラ
l

ラ
（
同
F
E

同
g
g
q

）
を
伴
っ
て
、
妹
夫
妻
を
訪
問
す
べ
く
ヴ
ァ
イ
マ
ル
を
訪
れ
、
傍
ら
ゲ
l

テ
と
の
再
舎
に
心
を
動
か
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ロ
ッ
テ
は
夫
の
死
後
、
成

長
し
た
二
人
の
子
供
の
こ
と
で
ゲ
l

テ
に
手
紙
を
書
き
、
後
に
二
人
の
子
供
は
ゲ
ル
ベ
ル
ミ
ュ
ウ
レ
の
ヴ
ィ
レ
メ
ル
家
で
ゲ
l

テ
と
曾
っ
た
が
、
ゲ
ー
テ
は
ロ

ッ
テ
の
こ
と
を
忘
れ
た
か
の
様
に
、
傍
を
通
つ
で
も
、
意
識
し
て
か
曾
お
う
と
し
な
か
っ
た
。
昔
時
の
ロ
ッ
テ
に
は
、
青
春
の
日
の
貸
借
を
ゲ

l

テ
と
の
再
命
日



で
融
か
し
た
い
と
の
気
持
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
ゲi
テ
は
日
と
共
に
ヴ
ェ
ツ
ラ
ア
の
議
人
か
ら
離
れ
、
極
め
て
冷
淡
に
な
っ
て
殆
ん
ど
無
視
し

て
い
る
と
一
一
一
口
つ
で
も
よ
か
っ
た
。
そ
れ
は
日
記
を
見
て
も
解
る
こ
と
で
、
こ
の
九
月
二
十
五
日
に
は
僅
か
に
一
行
で
、

w
w
z
E布団
H
N
E
o－
∞
ロ
ロ
仏
玄
色
白
H
居
間
2
5
0

片
山
口
∞
出
向H
M
g
認
可
－
E

（
者
一
旦
、
リ
イ
デ
ル
氏
夫
妻
、
ハ
ノ
l
ヴ
ァ
！
の
ケ
ス
ト
ナ
i
夫
人
）

と
の
み
あ
る
。
尤
も
昔
時
の
ゲ
l

テ
に
は
、
一
安
ク
リ
ス
テ
ィ
アi
ネ
の
死
、
全
集
の
校
閲
、
『
西
東
一
詩
集
」
原
稿
の
整
埋
、
宅
相
の
仕
事
の
繁
雑
さ
な
ど
が
あ

っ
た
の
を
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
一
行
は
、
ロ
ッ
テ
を
数
多
い
ゲ
i

テ
訪
問
者
の
一
人
と
し
て
い
る
。

果
し
て
こ
の
再
曾
は
極
め
て
冷
た
い
も
の
で
あ
っ
た
。
手
掛
り
と
な
る
資
料
と
し
て
は
、
こ
の
ゲ
l

テ
の
日
記
以
外
に
三
通
の
書
簡
が
残
さ
れ
、
こ
の
時
の

二
人
の
消
息
を
窺
が
わ
せ
て
い
る
。

先
ず
ロ
ッ
テ
が
彼
女
の
息
子
ア
ウ
グ
ス
ト
（
k
r
c
m
g
門
間
2
5
2

）
に
宛
て
た
も
の
で
、
内
容
の
主
旨
は

「
私
は
一
人
の
老
人
と
新
に
知
り
合
い
に
な
り
ま
し
た
が
、
も
し
こ
の
人
が
ゲ
l
テ
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
ま
た
事
貫
そ
う
だ
と

知
っ
て
い
て
も
、
私
は
そ
の
人
か
ら
決
し
て
愉
快
な
印
象
を
受
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

友
に
ロ
ッ
テ
と
同
行
し
、
ゲ
ー
テ
家
の
主
食
曾
に
出
席
し
た
娘
の
ク
ラ

i

ラ
が
、
兄
ア
ウ
ク
ス
ト
に
透
っ
た
書
簡
を
見
る
と
、

「
彼
の
心
に
は
何
ん
の
感
動
も
現
わ
れ
ず
、
母
に
封
じ
昨
日
も
曾
っ
た
様
な
態
度
で
彼
は
話
し
か
け
た
。
彼
の
話
は
皆
あ
り
き
た
り
の
も
の
、
上
べ
だ

け
の
も
の
で
、
心
の
奥
底
か
ら
出
た
も
の
は
何
も
な
い
。
母
に
封
す
る
態
度
は
侍
従
の
如
く
、
儀
間
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
誠
意
の
こ
も
っ
た
も

の
は
何
も
な
く
、
た
び
た
び
私
の
心
は
傷
げ
ら
れ
た
。
」

一－ 95 -

第
三
は
、
ゲ
l
テ
が
ロ
ッ
テ
に
宛
て
た
書
簡
で
、
劇
場
の
指
定
席
及
び
劇
場
迄
の
馬
車
を
使
っ
て
欲
し
い
と
い
う
、
十
月
九
日
付
け
招
待
肢
で
あ
る
。
こ
の

書
簡
は
再
曾
後
の
ゲ
l

テ
の
気
持
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
と
し
て
、
さ
き
の
簡
軍
な
日
記
と
考
え
合
わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
推
測
の
徐
地
を
拓
い
て
い
る
。

ゲ
ー
テ
と
ロ
ッ
テ
の
再
命
日
に
は
こ
の
様
な
外
的
資
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
ロ
ッ
テ
」
は
こ
れ
ら
の
事
貫
を
素
材
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 



作
品
の
梗
概
を
述
べ
る
と
、
一
八
一
六
年
九
月
も
下
旬
の
夏
め
い
た
或
る
朝
、
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
さ
る
有
名
な
最
館
の
前
に
、
一
去
の
騨
遅
馬
車
が
止
り
、
シ

ャ
ル
ロ
ッ
テ
が
娘
と
女
中
同
伴
で
現
わ
れ
る
場
面
に
始
ま
る
。
小
肥
り
の
彼
女
は
な
お
若
い
昔
を
偲
ば
せ
て
、
娘
よ
り
も
一
層
魅
力
が
あ
っ
た
。
宿
帳
に
「
宮

中
顧
問
官
夫
人
、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
・
ケ
ス
ト
ナ
i

、
奮
姓
ブ
ッ
フ
」
と
書
か
れ
た
の
を
見
て
、
者
頭
は
日
の
色
を
鑓
え
、
一
ヴ
ェ
ル
テ
ル
の
あ
の
ロ
ッ
テ
で
」

と
念
を
押
し
て
忽
ち
噌
を
摘
め
て
し
ま
い
、
先
ず
、
有
名
人
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
の
を
換
し
み
に
放
行
し
て
い
る
英
図
娘
カ
ズ
ル
（
同

c
z
n
E
N
F
）
が
、
し
ば

ら
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
休
も
う
と
し
て
い
る
ロ
ッ
テ
を
引
止
め
る
。
彼
女
が
引
下
っ
た
後
、
こ
の
作
品
の
過
半
を
占
め
る
ゲ
l

テ
に
闘
す
る
話
が
、
弐
々
と

詮
場
す
る
人
と
ロ
ッ
テ
の
問
で
行
わ
れ
て
ゆ
く
。
第
一
に
は
、
い
アl
テ
の
昼
、
位
、
バ
ノ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
り
イ
メ
ル
専
士
（
口
町
・
司

H
F
仏
H
r
r
J
5－r
o－E

目
。
5
0

日
）

が
登
場
し
、
ロ
ッ
テ
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
来
訪
を
聞
い
て
急
ぎ
か
け
つ
け
て
き
た
の
も
、
詩
型
の
偉
大
さ
を
話
し
た
い
か
ら
だ
と
、
多
年
奉
仕
し
た
古
蓄
を
傾
け

る
。
衣
に
有
名
な
哲
事
者
シ
ョ
オ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
妹
ア
デ
エ
レ
（
〉
F
F

∞
与
毛
g
E
5
5

が
訪
れ
、
ゲ
l

テ
の
こ
と
と
共
に
、
彼
女
の
親
友
オ
ッ
テ
ィ

イ
リ
エ
・
ポ
オ
グ
ウ
イ
シ
ュ
と
、
詩
人
の
息
子
ア
ウ
グ
ス
ト
（
〉
正
吉
田
円
。
。
巳
宮
口
密
ー
ム

g
c
）
と
の
関
係
を
、
悲
し
い
抽
出
感
に
漏
ら
た
気
持
で
物
語
る
。

96 -

最
後
に
ア
ウ
グ
ス
ト
が
登
場
し
、
詩
聖
の
昨
今
の
動
静
を
侍
え
て
、
二
十
五
日
の
書
食
曾
に
招
待
す
る
。
場
面
は
ゲ

l

テ
の
肢
室
に
移
り
、
朝
の
目
究
め
と
共

に
想
に
耽
る
詩
聖
が
現
わ
れ
て
、
晩
年
の
成
熟
し
た
豊
か
な
思
却
を
つ
ぶ
さ
に
語
り
、
来
る
べ
き
ロ
ッ
テ
と
の
再
合
に
臨
む
気
持
を
暗
示
す
る
。
二
十
五
日
に

は
近
親
者
等
十
六
人
が
集
ま
っ
た

ο

ヴ
ェ
ル
テ
ル
時
代
の
服
装
を
し
て
、
女
皐
生
の
採
に
胸
を
と
き
め
か
し
た
ロ
ッ
テ
は
、
若
い
ゲ
l

テ
の
心
を
呼
び
起
さ
ん

と
し
た
が
、
既
に
諜
組
さ
れ
た
如
く
、
ゲ
ー
テ
は
儀
嘘
的
で
冷
淡
な
態
度
を
と
り
、
志
識
的
に
ロ
ソ
テ
を
避
け
て
い
た

c

ロ
ッ
テ
は
ゲ
l

テ
と
曾
う
目
的
、
印

ち
「
勘
定
を
清
算
す
る
こ
と
L
を
果
さ
ぬ
ま
ま
に
、
解
け
な
い
悩
み
を
抱
い
て
別
れ
て
行
っ
た
。

そ
れ
か
ら
な
お
し
ば
ら
く
ヴ
ァ
イ
マ
ル
に
滞
在
し
て
い
る
ロ
ッ
テ
の
汗
に
、
ゲ
ー
テ
か
ら
劇
場
へ
の
招
待
肢
が
来
て
、
十
月
九
日
ゲ

l

テ
差
廻
し
の
馬
車
で

彼
女
は
一
人
出
掛
け
た
。
蹄
途
、
来
な
い
需
の
ゲ
i

テ
が
馬
車
に
待
っ
て
い
て
問
ら
ず
も
二
人
は
心
の
中
を
述
べ
あ
い
、
互
に
諒
解
し
て
別
れ
た
c

ロ
ッ
テ
が

－
）

A
4
3
1
4

〉

3
忌
ヤ
）
’
J

守
よ
ゴ
・
ミ

J

い
・
3
U
こ
町
民
、
〉
戸
卜
’
コ
ミ
－1
J
J
。

l

－
フ
C
7
E
H
7
カ

F
J
医
・f
d
z
r
円

V
L
乙

U
L
E
F

芸
・
均
一
；
；

1

．
，

具
瞳
的
事
買
を
基
に
し
た
こ
の
作
品
に
も
史
貫
と
相
違
す
る
黙
が
若
干
あ
り
、
マ
ン
の
創
作
意
同
と
の
闘
連
に
於
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る

ι

そ
れ
は
、
嘗
時
リ
イ
メ
ル
博
士
が
ア
ウ
グ
ス
ト
と
の
不
和
で
ゲ
l

テ
家
に
出
入
し
て
い
な
い
こ
と
、
ア
デ
エ
レ
・
シ
ョ
オ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
も
一
八
一
六
年
秋



に
は
、
ラ
イ
ン
地
方
に
滞
在
し
ヴ
プ
イ
マ
ル
に
居
な
か
っ
た
こ
と
、
ゲ
ー
テ
の
話
の
中
で
ボ
ヘ
ミ
ヤ
へ
の
放
が
出
て
来
る
が
、
こ
れ
は
一
八
二
三
年
の
こ
と
で

六
年
早
い
こ
と
、
ゲ
ー
テ
家
の
書
食
曾
に
は
十
六
人
の
参
曾
者
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
事
買
は
、
唯
ゲ
l

テ
、
ア
ウ
グ
ス
ト
、
ロ
ッ
テ
と
そ
の
娘
、
妹
ア

マ
ア
リ
ア
・
リ
イ
デ
ル
夫
妻
の
六
人
き
り
で
あ
っ
た
こ
と
、
最
後
の
馬
車
で
一
緒
に
な
る
こ
と
は
記
録
に
な
い
こ
と
、
更
に
官
房
長
ミ
ュ
ラ

l

氏
宅
で
も
う
一

度
二
人
は
曾
い
、
叉
劇
場
で
も
し
ば
し
ば
曾
っ
て
、
ロ
ッ
テ
の
娘
、
の
報
告
で
は
、
こ
の
こ
と
が
あ
っ
て
か
ら
二
人
の
閲
係
は
大
分
話
め
ら
れ
た
と
あ
る
こ
と
、

等
で
あ
る
。
然
し
い
ず
れ
も
素
材
の
員
貫
性
を
基
本
的
に
揺
が
す
程
の
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
作
品
の
構
成
に
、
即
ち
稀
有
の
再
命
日
と
い
う
特
徴
を
一
黙
に

凝
結
し
て
表
現
し
よ
う
と
い
う
構
成
に
、
必
要
な
こ
と
で
あ
つ
に
と
一
一
一
一
口
う
こ
と
が
出
来
る
。

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 

世
に
「
ヴ
ェ
ル
テ
ル
時
代
」
と
言
わ
れ
る
程
、
人
生
に
於
け
る
一
時
期
を
典
型
と
し
て
生
き
た
ゲ
l

テ
の
、
シ
ャ
ル
ロ
ッ
テ
と
の
時
間
愛
隈
験
は
、
彼
の
生
涯

に
於
て
一
同
限
り
の
完
結
し
た
事
件
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
c

一
個
の
人
間
の
生
死
を
揺
り
動
か
す
程
の
間
駄
が
、
人
間
の
成
長
に
と
っ
て
も
軽
閉
し
得

な
い
事
貫
で
あ
る
こ
と
は
、
幾
多
の
先
人
の
事
例
で
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
ゲ
ー
テ
の
場
合
に
も
、
他
の
女
性
は
暫
く
措
く
と
し
て
も
、
ロ
ッ
テ
と
の
交
渉
が
ど

ん
な
形
で
後
の
ゲ
i

テ
に
作
用
し
た
の
か
、
叉
あ
の
偉
大
さ
を
備
え
に
大
ゲ
i

テ
と
ヴ
ェ
ル
テ
ル
時
代
の
ゲ
l

テ
と
を
結
ぶ
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
闘
心

を
持
つ
の
は
、
ゲ
ー
テ
に
心
を
寄
せ
る
者
に
と
っ
て
は
首
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
ご
マ
、
プ
も
そ
の
一
人
で
あ
つ
に
こ
と
は
一
一
一
日
を
伎
に
な
い
。
ゲ

l

テ
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
文
化
、
道
徳
の
最
高
の
代
表
者
と
し
、
ド
イ
ツ
的
存
在
の
最
高
と
信
じ
る
マ
ン
は
、
晩
年
の
ヴ
ァ
イ
マ
ル
時
代
の
一
戸
ノ

l

テ
に
、
立
況
な
作
品
の
詩
人
と
し

て
よ
り
も
以
上
に
、
「
人
生
の
王
者
」
（
白
山
口
出
町
三
ι
g
F
o
r
m
g
）
を
謎
見
し
、
威
厳
あ
る
服
装
の
下
に
昨
大
、
v
u
の
秘
符
が
ひ
そ
む
こ
と
を
、
岐
に
評
論
一
ゲ

ー
テ
と
ト
ル
ス
ト
イ
」
の
中
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
一
八
一
六
年
の
逸
話
に
依
っ
て
何
を
去
現
せ
ん
と
じ
た
か
に
就
い
て
は
、
こ
の
時
代
の
ゲ
！
テ
に
そ
の

員
髄
を
把
え
た
マ
ン
が
、
こ
の
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
ロ
ッ
テ
」
の
後
二
年
し
て
コ
ロl
ナ
（
打
。5
5

）
誌
に
護
表
し
た
（
接
表
は
二
年
後
だ
が
、
執
筆
は
一
グ

ア
イ
マ
ル
の
ロ
ッ
テ
」
が
書
き
始
め
ら
れ
た
一
九
一
一
一
八
年
で
あ
る
と
記
鋒
さ
れ
て
い
る
）
「
ゲl
テ
の
ヴ
ェ
ル
テ
ル
し
と
い
う
評
論
の
最
後
に
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。

' 
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「
私
は
こ
の
ア
ネ
ク
ド
オ
テ
か
ら
深
い
意
味
を
持
っ
た
物
語
（
何
足
以
巳
口
出
向
）
が
、
い
や
そ
れ
の
み
か
長
篇
小
説
（
問
。

E
g

）
さ
え
出
来
上
り
、
感
情

と
文
皐
に
闘
し
、
老
年
の
威
厳
と
衰
亡
に
闘
し
多
く
の
こ
と
が
そ
こ
で
論
ぜ
ら
れ
、
更
に
、
そ
れ
が
ゲ

l

テ
の
、
い
や
凡
そ
天
才
と
い
う
も
の
の
迫
異
的

な
像
を
描
く
き
っ
か
け
と
な
る
と
思
う
。
」

ロ
ッ
テ
の
期
待
を
一
一
長
切
っ
た
史
賓
は
、
マ
ン
の
ゲ
l

テ
に
封
す
る
認
識
を
よ
り
強
め
、
晩
年
の
ゲl
テ
の
本
質
を
花
。
す
る
に
足
る
素
材
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
出
来
よ
う
c

で
は
マ
ン
の
把
え
に
ゲ
i

テ
像
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
つ
に
ろ
う
か
＝

こ
の
作
品
の
長
い
封
話
の
後
に
や
っ
と
立
場
す
る
ゲ

l

テ
は
、

J
E
D
巳
ロ
唱
。
－V2
ロ
－n
Z
2
4
O
H
m－
－OB
m
H
。
p
z
c

ロ
門
日
仏
山
口
口
2

印
円
。
山
口
己
目
。
Z
O
H－E

（
円
。
門
Z

古
毛
巳
自
己
∞
・
巴
∞
）
（
偉
大
な
詩
人
は
、
先

ず
偉
大
で
あ
っ
て
、
然
る
後
に
詩
人
で
あ
る
。
）

と
い
う
マ
ン
の
根
本
認
識
に
哀
付
け
ら
れ
て
い
る
。
既
に
ゲ
i

テ
は
「
老
年
の
力
と
持
績
の
竜
一
み
と
精
神
と
の
も
と
で
初
め
て
生
ず
る
偉
大
さ
」
を
保
持

し
、
『
ヴ
ェ
ル
テ
ル
』
を
青
年
の
愛
の
姿
と
み
て
「
雀
の
お
祭
り
」
（ω同
協
同N
g
r
印
門
）
と
呼
ん
で
、
「
老
年
に
於
け
る
青
春
ー
一
を
讃
美
し
て
い
る
。
そ
れ
は
青
年

に
は
理
解
し
得
ぬ
も
の
で
、
老
年
の
み
が
知
り
得
る
恵
み
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
精
神
が
長
り
、
生
を
児
析
す
る
才
能
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
才

能
は
謂
わ
ば
老
年
の
特
権
で
あ
る
。
動
物
は
束
の
間
に
生
き
る

ο

そ
れ
は
外
的
時
間
が
如
何
に
長
く
と
ち
、
「
侍
記
」
と
な
り
得
る
内
的
時
間
が
束
の
聞
に
等

し
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
人
間
が
自
己
の
吠
態
の
繰
返
し
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
精
神
を
強
化
し
て
、
過
去
の
生
活
を
も
う
一
度
生
き
る
才
能
が
人

間
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
高
度
の
若
返
り
こ
そ
人
間
の
も
の
で
あ
る
。
ゲ
ー
テ
は
こ
の
様
に
信
じ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
頃
の
ゲ
l

テ
は
、
背
の
ロ
ッ

テ
に
代
る
マ
リ
ア
ン
ネ
を
配
置
し
、
ア
ル
ベ
ル
ト
に
相
官
す
る
男
、
ヴ
ィ
レ
メ
ル
も
彼
女
の
背
後
に
居
る
。
「
マ
リ
ア
ン
ネ
の
場
合
は
既
に
慣
例
の
祭
典
で
あ

り
、
儀
式
で
あ
り
、
最
初
に
制
定
さ
れ
た
も
の
の
模
倣
で
あ
り
、
厳
か
な
執
行
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
時
間
を
超
越
し
た
記
念
の
遊
び
で
ゐ
っ
た
｜
l

最
初
の

ロ
ッ
テ
の
場
合
よ
り
は
生
に
乏
し
い
が
、
叉
、
よ
り
多
く
の
生
を
持
つ
も
の
、
印
ち
精
神
化
さ
れ
た
生
な
の
で
あ
つ
に
。
一
丁
度
そ
れ
は
、
『
西
東
詩
集
』
と

「
ヴ
ェ
ル
テ
ル
」
と
の
閥
係
に
あ
て
は
ま
る
。
雨
者
は
兄
弟
で
あ
り
、
更
に
は
っ
き
り
コ
一
一
日
っ
と
、
「
段
階
を
越
え
た
同
一
の
も
の
、
高
め
た
も
の
、
醇
化
さ
れ

-9おー



た
生
の
繰
返
し
」
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
ヴ
ェ
ル
テ
ル
』
讃
美
者
た
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
か
ら
も
指
摘
さ
れ
た
一
上
流
枇
舎
へ
・
の
反
抗
、
貴
族
に
封
す
る
惜
し

み
、
侮
辱
さ
れ
た
平
民
の
恨
み
」
が
作
品
を
濁
ら
せ
て
い
る
の
に
ひ
き
か
え
、
『
西
東
詩
集
』
は
そ
れ
ら
を
棄
て
て
、
成
熟
し
た
偉
大
な
姿
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
ヴ
ェ
ル
テ
ル
』
の
生
々
し
き
は
も
う
二
度
と
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
諦
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
完
全

な
復
元
で
は
な
い
が
、
更
新
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
宿
命
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
様
な
更
新
は
、
「
い
と
も
朗
ら
か
な
繰
返
し
の
祭
り
」
で
あ
っ
て
、
偉
大

さ
を
生
み
、
そ
れ
を
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ゲ
ー
テ
に
と
っ
て
、
辛
う
じ
て
出
来
た
「
天
才
的
行
局
－
は
軽
視
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
憎
む
べ
き
も
の
で
す

ら
あ
っ
た
c

そ
れ
と
い
う
の
も
、
ゲ
l

テ
白
身
先
租
か
ら
何
代
か
繰
返
さ
れ
た
も
の
を
綜
合
し
た
姿
で
あ
る
と
、
己
を
把
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て

「
買
の
存
在
と
は
、
円
分
自
身
の
な
か
で
、
自
分
自
身
に
於
て
活
動
し
作
用
す
る
結
果
、
生
成
と
存
在
、
作
用
と
作
品
、
過
去
と
現
在
と
が
同
一
の
も

の
と
な
り
、
そ
こ
に
現
わ
れ
る
持
績
が
、
持
績
で
あ
る
と
同
時
に
不
断
の
増
加
で
あ
り
、
向
上
で
あ
り
、
完
成
で
あ
る
と
い
う
様
な
存
在
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
」
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の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
あ
ら
わ
れ
た
「
繰
返
し
（
当
日
。
常
任c
－5
m

）
」
の
思
想
は
、
「
永
遠
の
若
返
り
」
（
ぬ
豆
ぬ
ぬ
ぐ

2

｝E
m
g
ぬ
）
「
持
績
的
援
化
」
（
ロ22
5

宅
包
含
『
）

「
メ
タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
し
（
冨zm
E
。
G
E
Z
）
と
共
に
、
ゲ
ー
テ
の
有
名
な

u
h
z
H
ゲ
ロ
包
君
。

E
o
一E

の
思
想
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
作

品
の
重
要
な
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ
l

フ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
繰
返
し
」
の
モ
テ
ィ
l

フ
は
作
品
構
成
に
も
形
を
採
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
さ
き
に
翠
げ
た
通
り
ゲl
テ
、
ロ
ッ
テ
、
ア
ル
ベ
ル
ト
は
、
ゲ

i

テ
、
マ
リ

ア
ン
ネ
、
ヴ
ィ
レ
メ
ル
の
姿
を
採
り
、
『
ヴ
ェ
ル
テ
ル
』
と
『
西
東
詩
集
』
と
の
関
係
と
な
っ
て
、
現
在
と
過
去
の
配
置
が
相
閥
的
に
、
一
耳
目
禦
的
に
組
合
わ
さ

れ
て
い
る
。
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
ロ
ッ
テ
の
娘
ク
ラ
l

ラ
は
作
中
で
は
「
ロ
ッ
ト
ヒ
ェ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
ロ
ッ
テ
の
市
民
的
性
質
の
一
面
を
持
っ
て
現
わ
れ

る
の
は
、
ア
ウ
グ
ス
ト
が
父
ゲ
l

テ
の
一
面
を
持
っ
て
登
場
す
る
の
と
同
様
で
、
こ
こ
に
は
一
つ
の
意
味
が
織
込
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
様
な
配
置
は
、

マ
ン
が
愛
用
す
る
「
封
立
に
よ
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
』
を
著
し
く
強
め
る
こ
と
と
な
っ
て
、
ロ
ッ
テ
、
ア
ウ
グ
ス
ト
、
及
び
、
ゲ

l

テ
の
本
首
の
債
値
に
踊
れ
な

い
人
の
置
か
れ
て
い
る
位
置
と
、
ゲ
ー
テ
の
持
つ
偉
大
さ
と
を
際
立
た
せ
る
要
素
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。



そ
れ
で
は
こ
の
「
繰
返
し
一
に
よ
っ
て
得
た
ゲ
l

テ
の
偉
大
さ
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
リ
イ
メ
ル
博
士
と
ロ
ッ
テ
の
封
話
が
こ
の
問
題
に
就
い

て
論
じ
て
い
る
。
ロ
ッ
テ
の
口
を
通
し
て
、
「
偉
大
な
人
を
唯
偉
大
だ
、
偉
大
だ
と
い
う
の
は
笑
う
べ
き
こ
と
だ
」
と
、
陥
り
易
い
誤
謬
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ロ
マ
l

ン
の
胃
頭
に
立
場
ず
る
技
館
の
者
一
段
マ
l

ゲ
ル
も
、
有
名
人
の
ス
ケ
ッ
チ
旋
行
を
す
る
ミ
ス
・
カ
ズ
ル
も
共
に
、
ゲ
ー
テ
の
偉
大
き
に
燭
れ
る
の
で
な

く
、
唯
有
名
で
あ
る
こ
と
に
の
み
意
義
を
感
じ
て
い
る
人
物
の
、
典
型
と
し
て
拙
か
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
ロ
ァ
テ
の
一
一
一
一
日
葉
を
一
投
付
け
る
た
め
に
配
置
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
ゲ
！
テ
を
取
巻
く
人
、
伶
大
な
人
を
讃
美
す
る
人
々
の
一
部
に
こ
び
り
つ
い
て
い
る
気
買
を
、
マ
ン
が
祖
土
に
の
せ
た
も
の
で
あ
る
o
M
う

る
に
こ
れ
ば
、
斯
く
の
如
、
喝
さ
一
部
の
人
々
の
立
場
を
、
印
ち
有
名
で
あ
る
こ
と
と
、
ゲ
ー
テ
の
廷
の
偉
大
さ
と
刀
司
こ
土
深
淵
が
噴
ピ
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
J引

じ
、
作
品
は
叉
こ
の
深
淵
に
就
い
て
も
そ
の
貫
曜
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ワ
針

ゲ
l
テ
の
偉
大
き
に
戻
る
と
、
聖
書
の
創
世
記
（
四
九
章
、
二
五
市
）
に
山
て
来
る
「
土
な
る
天
の
一
岡
、
下
に
横
た
わ
る
淵
の
一
耐
に
よ
っ
て
」
祝
福
さ
れ
る

こ
と
は
、
印
ち
精
神
と
白
然
の
二
重
の
侃
一
服
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
一
人
の
人
間
の
中
で
最
も
力
強
い
天
賦
の
才
能
と
、
最
も
驚
く
べ
き
素
朴
さ
と
が
結
合
す

る
」
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
人
類
を
最
も
魅
惑
す
る
在
在
と
な
る
。
彼
は
二
つ
の
山
県
に
足
を
入
れ
て
立
ち
、
そ
の
た
め
姿
勢
は
幾
分
苦
し
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
然
し
人
聞
の
精
神
と
い
う
も
の
は
何
等
か
の
方
法
で
創
造
精
帥
と
結
び
つ
い
て
周
り
、
じ
か
も
自
然
の
兄
弟
で
あ
る
か
ら
、
「
創
造
一
と
い
う
モ
メ
ン

ト
の
中
で
は
、
精
神
と
r円
然
は
一
慢
と
な
り
得
る
の
で
あ
る
つ
そ
し
て
彼
は
耐
と
悪
魔
と
を
封
立
す
る
原
児
と
考
え
ず
、
一
岬
を
全
瞳
と
み
て
、
悪
魔
を
そ
の
一

面
と
み
な
し
て
い
る
か
ら
、
「
一
万
の
限
か
ら
は
一
大
国
と
愛
と
が
の
ぞ
き
、
他
方
の
山
か
ら
は
最
も
冷
や
か
な
否
定
と
、
最
も
破
壊
的
な
局
外
中
立
性
と
を
備

え
た
地
獄
が
の
ぞ
く
。
一
こ
の
左
右
矛
店
の
限
差
し
が
一
つ
の
限
去
し
と
な
る
の
は
「
誠
一
術
の
限
定
し
！
一
（
巴

r
r
ι
2

同
E

回
目
乙
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
紹
封

的
な
愛
で
あ
る
と
同
時
に
、
紹
封
的
な
破
壊
若
し
く
は
無
関
心
一
で
あ
る
。
こ
の
限
乏
し
に
よ
っ
て
「
神
的
リ
思
魔
的
な
も
の
」
（
仏
誌
の

2
E
与
・
4
2
日
常
宮
）

へ
と
接
近
す
る
こ
と
こ
そ
、
「
偉
大
さ
」
な
の
で
あ
る
。

こ
の
「
偉
大
き
一
を
備
え
た
人
唱
団
注
、
「
あ
の
耐
一
服
の
呪
い
、
あ
の
憂
え
を
抱
か
せ
る
人
間
の
二
主
的
境
遇
が
、
伎
に
於
て
極
端
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、
止

損
さ
れ
た
姿
を
採
る
限
り
に
於
て
、
買
際
偉
大
で
あ
る
と
同
じ
程
度
に
人
間
で
あ
る
」
様
な
二
極
性
の
上
に
立
つ
存
在
で
、
し
か
も
こ
の
場
合
に
於
け
る
止
揚

ワ

M伎

の
意
味
は
、
「
上
な
る
‘
天
の
川
と
、
下
に
横
た
わ
る
淵
の
一
耐
と
い
う
祝
福
の
組
合
せ
が
、
呪
い
め
い
た
も
の
を
少
し
も
加
味
し
な
い
で
、
謙
虚
で
な
い
と
は
言
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わ
な
い
が
、
然
し
卑
下
じ
な
い
、
沼
封
に
高
貴
な
調
和
と
地
上
的
幸
福
の
公
式
に
な
る
」
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
そ
の
「
偉
大
き
一
の
本
質
を
規
定
し

て
究
極
の
姿
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。

か
く
て
そ
の
「
偉
大
さ
」
の
異
髄
は
、
天
才
的
な
こ
と
、
悲
劇
的
な
こ
と
か
ら
、
偉
大
で
み
っ
て
し
か
も
に
問
た
り
得
る
護
術
の
眼
差
じ
、
宥
和
的
な
も
の

へ
と
昇
草
す
る
場
に
於
て
把
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
るd

こ
れ
は
マ
ン
の
研
究
で
知
ら
れ
て
い
る
ブ
ル
l

メ
（
問
。E
E

三
巴

5
5

）
の
一
悲
劇
的
な
も
の
か

ら
宥
和
的
な
も
の
へ
一
令
。
日
叶
円
品
目
印
。

r
oロ
吉
田
〈

2

急
「
己
w
r
o）
と
い
う
こ
と
に
よ
く

4益
さ
れ
て
い
る
。
叉
こ
の
こ
と
は
、
マ
ン
の
本
質
を
な
す
「
市
民

性
と
襲
術
性
」
の
究
極
的
な
姿
と
し
て
理
解
さ
る
べ
き
も
の
と
思
う
。

こ
こ
に
「
人
生
の
王
者
」
の
偉
大
さ
は
隠
れ
る
所
な
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
加
え
て
ゲ
l

テ
家
の
一
一
は
た
る
マ
ン
が
、
ゲ
ー
テ
へ
の
道
を
た
ど
る
姿
が
如
買

に
展
開
さ
れ
、
パ
ロ
デ
ィ
（
p
g

丘
0

）
、
イ
ロ
ニ
1
2
3
E
O
）
、
ニ
ヒ
リ
ス
ム
ス
（
Z
E
－U
E
g

）
の
問
題
、
が
、
ゲ
！
テ
の
偉
大
さ
と
の
閥
連
に
於
て
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
ゲ
l

テ
と
マ
ン
の
深
い
つ
な
が
り
を
理
解
す
る
の
に
極
め
て
重
要
な
部
分
で
あ
っ
て
、
評
論
の
全
て
を
揃
え
て
も
査
し
得
ぬ
強
い
き

ず
な
を
感
得
さ
せ
る
。
叉
、
リ
イ
メ
ル
博
士
は
言
語
部
門
に
於
け
る
マ
ン
の
博
識
を
停
え
、
一
一
一
一
口
語
皐
者
リ
イ
メ
ル
の
姿
を
浮
出
さ
せ
て
い
る
が
、
ブ
ル

l

メ

は
、
彼
の
日
記
を
護
ん
で
み
る
と
、
作
品
に
あ
ら
わ
れ
た
様
な
適
切
な
表
現
力
、
鏡
い
観
察
能
力
を
持
た
な
い
と
指
摘
し
、
更
に
ア
ウ
グ
ス
ト
も
作
中
に
於
け

る
様
な
は
っ
き
り
し
た
性
格
の
人
間
で
む
い
こ
と
を
も
翠
げ
て
い
る
。
然
し
こ
れ
は
い
ず
れ
も
、
マ
ン
が
創
作
意
闘
に
従
っ
て
肉
付
け
し
た
も
の
で
、
こ
の
鮎

で
む
し
ろ
前
に
翠
げ
た
史
賓
と
の
相
違
と
共
に
、
こ
の
作
品
に
於
け
る
マ
ン
の
自
己
表
現
の
程
度
を
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
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こ
の
リ
イ
メ
ル
と
ロ
ッ
テ
と
の
封
話
で
は
、
ロ
ッ
テ
が
「
目
的
へ
の
手
段
」
と
し
て
、
君
、
き
ゲ
l
テ
の
詩
的
形
成
に
素
材
の
役
を
果
し
た
こ
と
を
訴
え
、
ヴ

ァ
イ
マ
ル
に
来
た
の
も
「
清
算
さ
れ
な
い
悩
ま
し
き
勘
定
」
を
整
理
す
る
た
め
で
あ
る
と
告
白
す
る
。
こ
れ
を
み
て
も
ヴ
ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
は
、
買
は
ロ
ッ
テ

の
悩
み
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
。
ア
ル
ベ
ル
ト
と
の
交
渉
で
一
人
前
の
女
性
に
成
長
し
た
花
嫁
の
核
心
を
奪
い
去
る
若
い
ゲ

l

テ
を
評
し
て
、

「
寄
生
虫
拙
根
性
し
と
ロ
ッ
テ
の
口
か
ら
言
わ
せ
る
の
は
、
偉
大
な
人
間
の
周
閣
が
さ
な
が
ら
戦
場
の
様
に
血
眼
い
犠
牲
を
要
求
じ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
「
犠
牲
」
（C
1
2
）
も
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ

l

フ
の
一
つ
で
あ
る
。
詩
人
ゲ
l

テ
の
心
に
生
命
を
吹
込
ん
だ
ロ
ッ
テ
も
、
「
大
詩
人
の
息
子
」
と
い
う
宿
命
を
持

っ
た
ア
ウ
グ
ス
ト
も
、
息
子
ア
ウ
グ
ス
ト
と
の
閲
係
に
於
て
父
ゲ
l
テ
を
み
、
叉
逆
に
息
子
を
通
し
て
一
個
の
女
性
と
み
ら
れ
て
い
る
オ
ッ
テ
ィ
イ
リ
エ
も
、



ー

i

こ
の
意
味
で
ア
ウ
グ
ス
ト
と
オ
ッ
テ
ィ
イ
リ
エ
は
、
ゲ
ー
テ
と
ロ
ッ
テ
の
繰
返
し
で
あ
る
i
l

更
に
E
匠
の
偉
大
さ
の
影
に
生
き
る
リ
イ
メ
ル
博
士
も
、

皆
犠
牲
で
あ
っ
た
。
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
ロ
ッ
テ
」
は
こ
の
貼
で
偉
大
さ
の
要
求
す
る
犠
牲
を
描
い
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
罪
で
あ
る
。
更
に
ア
デ
エ
レ
の
語

る
ア
ウ
グ
ス
ト
と
オ
ッ
テ
ィ
イ
リ
エ
の
不
幸
な
闘
係
は
、
「
犠
牲
」
と
「
偉
大
さ
」
と
「
繰
返
し
」
の
三
重
奏
と
な
り
、
濁
自
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
な
が

ら
、
偉
大
な
人
間
の
秘
密
を
如
買
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

然
じ
こ
の
犠
牲
は
ゲ
l
テ
の
倖
大
さ
に
と
っ
て
は
小
さ
な
も
の
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
馬
車
の
中
で
初
め
て
二
人
き
り
で
曾
っ
た
時
、
ロ
ッ
テ
は
犠
牲
に

な
っ
た
女
性
を
代
表
し
て
、
「
蚊
を
誘
感
し
て
殺
す
焔
」
と
い
う
警
騰
で
ゲ
ー
テ
之
激
し
く
迫
っ
た
。
ゲ
ー
テ
は
そ
れ
に
封
し
、
「
私
は
燃
え
る
ロ
l
ソ
ク
に
も

な
っ
て
、
自
分
の
身
鰻
を
犠
牲
に
し
て
燃
や
し
つ
つ
、
明
る
い
光
を
輝
か
せ
る
し
の
た
し
、
叉
←
焔
の
中
に
落
ち
こ
む
酔
い
し
れ
た
蝶
に
も
な
る
」
の
で
あ
っ

て
、
「
私
こ
そ
最
初
か
ら
最
後
ま
で
犠
牲
で
あ
る
」
と
答
え
、
過
去
が
現
在
に
於
て
時
鈍
化
し
、
現
在
が
未
来
を
は
ら
む
と
い
う
、
こ
の
統
一
の
姿
に
、
犠
牲
も

意
義
を
持
つ
様
に
な
り
、
そ
れ
が
犠
牲
以
上
の
も
の
と
な
っ
て
、
「
死
さ
え
も
嬰
化
に
過
ぎ
な
い
」
様
な
「
高
象
一
如
」
の
世
界
に
於
て
、
共
々
に
喜
ん
で
再

び
目
覚
め
る
日
を
明
示
し
て
い
る
の
は
、
ゲ
ー
テ
の
員
買
の
姿
を
侍
え
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
の
最
後
の
馬
車
の
場
面
に
は
、
こ
の
作
品
の
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ
l

フ
た
る
「
偉
大
さ
」
「
犠
牲
」
「
繰
返
し
し
「
若
返
り
」
「
持
績
的
援
化
」
「
統
一
」
「
メ
タ
モ

ル
フ
ォ
ー
ゼ
」
の
問
題
が
も
う
一
度
繰
返
さ
れ
、
一
場
に
集
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
マ
ン
の
深
い
配
慮
を
感
ぜ
ぬ
者
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
に
エ
ピ
ロ

ー
グ
に
放
館
の
者
頭
が
「
ヴ
ェ
ル
テ
ル
の
ロ
ッ
テ
を
、
ゲ
ー
テ
の
馬
車
か
ら
下
す
の
を
助
け
る
こ
と
は
記
録
す
べ
き
慣
値
が
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
作

品
の
冒
頭
に
於
け
る
被
の
態
度
と
共
に
、
ゲ
l
テ
の
偉
大
き
を
描
い
て
い
る
こ
の
作
品
を
、
マ
ン
ら
し
い
皮
肉
で
包
ん
で
際
立
た
せ
て
い
る
。
マ
ン
に
と
っ
て

は
こ
の
逸
話
の
奥
に
蹟
が
っ
て
い
る
位
界
、
即
ち
ゲ
l
テ
の
買
の
偉
大
さ
こ
そ
記
録
す
べ
き
倒
値
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
封
比
は
、
員
面
白
な
こ

と
を
謂
諸
に
託
し
、
重
大
な
こ
と
を
軽
く
す
口
う
マ
ン
の
特
徴
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
て
、
こ
の
作
品
も
か
か
る
特
徴
の
上
に
、
偉
大
な
ド
イ
ツ
人
の
詩
的
ポ
l
ト

レ
エ
ト
を
把
え
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
っ
こ
こ
に
も
マ
ン
の
深
い
配
慮
を
感
じ
な
い
翠
に
は
い
か
な
い
コ

更
に
犠
牲
者
と
犠
牲
を
必
要
と
す
る
者
と
の
一
致
即
ち
←
悲
劇
的
な
も
の
か
ら
宥
和
的
な
も
の
へ
」
と
い
う
鎖
が
、
作
品
に
流
れ
る
全
て
の
封
立
を
有
機
的

に
結
び
つ
け
、
ゲ
ー
テ
的
調
和
の
世
界
へ
と
融
合
さ
せ
る
こ
の
象
徴
は
、
全
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ
l

フ
の
繰
返
し
の
一
環
と
し
て
、
ま
こ
と
に
こ
の
作
品
に
遁
わ
し

ハ
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き
結
末
と
一
一
白
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ﾗ 

ﾗ 

ﾗ 

こ
の
作
品
は
マ
ン
が
一
九
三
八
年
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
l

・
ジ
ャ

l

シ
l

に
移
住
し
て
、
翌
年
設
表
さ
れ
た
も
の
で
、
大
作
一
ヨ
l

ゼ
フ
と
そ
の
兄
弟
た
ち
」

（
同
。
由
。
匂
『
ロ
ロ
門
円
阻
止
ロ

o

出
H
C円
目
。
同
｜
巴
ω
∞
、t
H
C
h
B）
の
第
三
部
「
エ
ジ
プ
ト
の
ヨ
i

ゼ
フ
」
（
』
。
団
名
目
阿
古
〉
哲
－

v
z
p
i呂
ω
①
）
と
第
四
部
「
養
う
人
ヨl
ゼ

フ
」
（H
o
g－
H

円H
O
H開
E
M
H
r
g円l
l
H
Cお
）
の
聞
に
唯
一
日
か
れ
た
。
こ
の
間
の
マ
ン
の
活
躍
を
想
い
起
せ
ば
、「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
ロ
ッ
テ
」
を
取
巻
く
時
代
は
、
マ

ン
の
最
も
戟
闘
的
な
時
代
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
よ
う
。
こ
れ
は
作
品
の
成
立
に
見
逃
す
こ
と
の
出
来
な
い
力
と
な
っ
て
働
い
て
い
る
。

一
九
三
三
年
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
を
去
っ
た
マ
ン
が
、
以
後
あ
ら
ゆ
る
機
曾
を
把
え
て
ド
イ
ツ
に
警
告
し
て
い
た
こ
と
は
、
改
め
て
こ
こ
に
述
べ
る
必
要
も
な

い
。
こ
の
作
品
も
そ
の
様
な
流
れ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
マ
ン
は
「
い
ま
い
ま
し
い
こ
の
民
族
か
ら
出
て
ー
ー
ー
こ
の
民
族
に
逆
っ
て
｜
｜
生
き
、
こ
の
民
族

3
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を
教
化
す
る
と
い
う
天
職
を
興
え
ら
れ
た
」
ド
イ
ツ
人
と
し
て
、
品
目
田
時
の
迷
っ
た
ド
イ
ツ
人
を
鋭
く
批
判
し
て
い
る
。
ゲ
ー
テ
の
口
の
み
な
ら
ず
、
ア
ウ
グ
ス

ト
の
口
か
ら
も
、
リ
イ
メ
ル
、
ロ
ッ
テ
の
口
か
ら
も
、
直
接
間
接
に
語
ら
れ
る
中
で
、
狂
暴
な
ナ
チ
ス
の
バ
ー
バ
リ
ズ
ム
と
偏
狭
な
園
家
意
識
に
酔
い
し
れ
た

ド
イ
ツ
人
に
訴
え
る
言
葉
は
、
そ
の
集
約
的
表
現
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
ゲ
ー
テ
に
あ
ら
わ
れ
た
自
由
な
ド
イ
ツ
精
一
脚
へ
の
強
い
確
信
に
貫
か
れ
て
居
り
、

し
か
も
そ
の
上
に
立
っ
て
最
終
的
和
解
を
求
め
て
い
る
。

「
彼
等
（
ド
イ
ツ
人
）
が
明
噺
を
憎
む
の
は
正
し
く
な
い
。
彼
等
が
真
理
の
魅
力
を
知
ら
な
い
の
は
嘆
か
わ
し
いc
－

l

彼
等
が
幻
影
や
酪
町
ゃ
、
熊

の
皮
を
着
て
戦
う
狂
暴
な
勇
士
さ
な
が
ら
の
度
外
れ
を
杢
て
有
難
が
る
の
は
、
厭
わ
し
い
。
｜
｜
有
頂
天
に
な
っ
て
は
め
を
外
し
た
な
ら
ず
者
が
現
わ
れ

て
、
彼
等
の
最
も
下
劣
な
性
質
を
呼
び
起
し
、
彼
等
の
悪
徳
を
支
持
し
て
、
閥
民
性
と
は
野
議
な
孤
立
の
こ
と
だ
と
思
え
と
敦
え
る
度
に
、
彼
等
は
そ
う

い
う
な
ら
ず
者
の
い
う
こ
と
を
信
じ
て
蹄
依
す
る
、
：
：
：
」

こ
れ
は
ヒ
ト
ラ
ー
時
代
の
本
質
を
鋭
く
衝
き
、
的
確
に
え
ぐ
り
出
し
て
、
破
局
を
大
戟
寸
前
に
拍
附
言
し
て
い
る
る
の
で
、
明
日
の
世
界
を
指
向
す
る
人
類
の

歩
み
を
、
マ
ン
が
正
し
く
把
え
て
い
る
詮
操
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
マ
ン
が
、
整
然
と
は
し
て
い
る
が
、
書
庫
の
奥
深
く
に
納
わ
れ
て
い
る
書
物



の
作
家
で
は
な
く
、
現
在
、
直
接
我
々
の
思
考
の
糧
と
な
る
書
物
の
作
家
で
あ
る
こ
と
に
も
通
じ
て
い
る

3

「
私
は
自
サ
の
ド
イ
ツ
精
神
を
捨
て
は
L

な
い
3

彼
干
の
方
こ
そ
、
彼
手
（
り
い
わ
ゆ
る
意
地
の
恐
い
俗
物
根
性
も
ろ
と
も
く
た
ば
っ
て
し
ま
う
が
よ
い
一J

彼
等
ぱ
円
分
た
ち
が
ド
ィ
ブ
だ
と
思
っ
て
い
る
、
と
こ
ろ
が
私
こ
久
、
ド
J
1

ソ
な
の
だ
、
一
ぐ
し
て
ド
イ
川
ノ
ば
担
こ
そy
J
亡
び
去
る
、
こ
し
て
よ
U

、
私
の
中
で
結

い
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
」

こ
の
比
肩
す
る
も
の
の
な
い
揺
ぎ
な
き
確
信
こ
そ
、
マ
ン
の
生
一
段
に
怖
や
か
し
き
光
彩
を
添
え
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ご

f

ソ
主
円
，
m

：
士

1

ゴ
戸
ゴ
コ
）
、
’

Z
Z
E

司
、J
L
7
i

＼
弘
二
｛
牙
主
一
一
ゴ
〉
♂
ヘ
ノ
、
’
さ
に
つ
ご
う
’
＝
。
一

ー
、

4
T
J
v
u
u
a
1
t
l

ピ
上
回

v
i
f
u
f

宇
主
弓

1
f
v
t
f
u
f

〆

P
1
1仕
い
が
仁v
i
サ
U
P
U

－

3
z
J
d
：

L

「
な
ん
の
喧
嘩
口
論
は
し
合
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
高
く
超
越
し
て
、
軽
や
か
な
意
味
深
い
た
わ
む
れ
の
な
か
に
、
私
ば
模
範
的
な
和
解
ー
を
削
う
つ
む

り
な
の
だ
3

」

こ
こ
に
至
っ
て
「
ド
イ
ツ
精
神
」
を
生
き
る
マ
ン
の
未
来
そ
の
も
の
を
眺
望
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
要
す
る
に
こ
こ
に
は
、
ト
i

マ
ス
・
マ
ン
の
名
が
こ
の

世
か
ら
忘
れ
ら
れ
ぬ
限
り
、
常
に
引
用
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い
言
葉
の
結
晶
が
繰
り
展
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
ゲ
l

テ
の
口
を
通
し
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
へ
の
濁
立
明
争
に
狂
奔
し
、
勝
利
に
昨
う
ド
イ
ツ
人
に
語
る
形
式
に
な
っ
て
い
る
が
、
ゲ
ー
テ
時
代
に
於
げ

る
ド
イ
ツ
人
の
姿
は
、
そ
れ
以
来
一
歴
史
に
現
わ
れ
た
如
く
度
々
繰
返
さ
れ
て
、
ナ
ヂ
ス
の
時
代
も
そ
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ド
イ
ツ
人
の
姿

は
マ
ン
自
身
に
激
し
く
襲
い
か
か
り
、
マ
ン
の
存
在
と
激
し
く
封
立
す
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
ド
イ
ツ
人
の
等
し
く
、
無
保
件
に
敬
愛
す
る
ゲ
l

テ
の
買
買
の

姿
を
描
き
、
ゲ
ー
テ
を
過
し
て
ド
f

ツ
人
に
買
の
ド
イ
ツ
精
神
を
五
え
る
と
い
う
意
闘
が
、
こ
の
作
品
の
一
成
立
に
一
つ
の
要
素
と
な
っ
た
と
推
測
す
る
の
は
無

謀
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
で
も
、
「
ヴ
ァf

マ
ル
の
ロ
ッ
テ
」
は
外
的
素
因
と
、
内
的
素
因
L
」
が
結
集
し
て
、
一
貼
に
集
め
ら
れ
た
成

果
で
あ
る
と
言
い
得
る
。

最
後
に
こ
の
作
品
と
マ
ン
と
の
関
連
に
就
い
て
考
え
て
み
よ
う
コ
晩
年
の
マ
ン
に
見
ら
れ
る
「
時
－
に
闘
す
る
考
察
は
、
こ
の
作
品
に
よ
り
一
時
の
恩
寵
←
と

し
て
既
に
そ
の
一
部
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
「
時
間
は
ひ
そ
か
に
面
倒
を
み
て
く
れ
て
、
官
坤
的
な
仲
裁
を
し
て
く
れ
る
」
と
ゲ

l

テ
の
口
を
通
し
て
述
べ
て

い
る
の
は
、
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
「
時
の
恩
寵
一
は
こ
の
作
品
の
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ

i

フ
L
」
深
い
閥
係
を
持
ち
つ
つ
、
さ
き
に
鰯
れ
た
「
外
的
時
間
ー
一
と
「
内
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的
時
間
」
を
包
括
し
て
、
マ
ン
の
生
涯
を
通
じ
た
ラ
イ
ト
モ
テ
ィ

l

フ
へ
と
成
長
し
て
ゆ
く
。

わ
れ
た
講
演
で
、
意
識
的
に
自
分
の
生
涯
に
就
い
て
語
る
の
を
避
け
、
彼
の
周
園
に
渦
巻
く
時
の
流
れ
を
語
っ
て
い
る
の
も
、
ま
た
一
九
五
四
年
一
月
日
本
の

一
新
聞
に
寄
稿
し
た
「
流
縛
賞
讃
」
（
円
。
ゲ
門
官
〈
2

包
括

r
r
r
i
cと
い
う
小
品
l
l
l

自
ら
哲
皐
的
断
片
と
名
付
け
て
い
る
ー
ー
に
於
て
論
じ
ら
れ
て
い
る

「
時
の
患
み
」
も
、
い
ず
れ
も
こ
こ
に
翠
げ
た
黙
で
「
ヴ
ァ
イ
マ
ル
の
ロ
ッ
テ
」
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

そ
れ
迄
に
エ
ッ
セ
イ
で
把
え
た
ゲ
l

テ
を
、
ロ
マ
l

ン
に
於
て
綜
合
的
に
形
成
し
た
こ
の
作
品
が
、
以
後
の
作
品
の
方
向
に
ど
ん
な
意
味
を
持
っ
か
と
い
う
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
作
品
の
上
の
マ
ン
と
ゲ
l
テ
の
パ
ラ
レ
ル
な
閥
係
は
、
ま
た
詩
人
と
し
て
、
人
間
と
し
て
の
関
係
に
も
言
え
る
こ
と
と
思
う
。
こ
の
意
味

一
九
五
O
年
「
私
の
時
代
」
（
昌
巳5
p
r

）
と
題
し
て
行

か
ら
も
、
マ
ン
の
デ
l
テ
へ
の
理
解
に
止
ま
ら
ず
、
ゲ
l
テ
へ
の
迂
を
マ
ン
自
ら
が
語
っ
て
い
る
記
念
す
べ
き
作
品
で
あ
るc
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